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１　監査の種類　　　財政援助団体監査
２　監査対象　　　　株式会社東芝、Flash Alliance有限会社（民間研究所立地奨励金（研究者集積奨励金））
　　　　　　　　　　商工農水部工業振興課（財政援助に関する事務の所管所属）
３　監査実施期間　　平成２４年２月３日
４　監査結果報告　　平成２４年３月３０日

監査の結果（意見） 措置（具体的内容）・対応状況

【株式会社東芝、Flash Alliance有限会社】
（１）地域産業の発展、地域の活性化への寄与について 【　措置済　】　　平成２４年９月１０日
次世代メモリ開発の拠点として設置された先端メモリ開発センターで

は、世界最先端の微細化技術の研究が行われ、その成果として開発され
た製品も東芝四日市工場で量産されている。今後も本市での開発・試
作・量産機能の緊密化などによる品質・コスト・スピードの改善に注力
され、本市産業の持続的な発展につながるような事業展開を期待する。
またスマートフォンなど身近な最新機器に本市に立地する企業の最先端
技術が使われていることをアピールすることで市民の認知度のアップを
図り、企業市民として地域の一層の活性化に寄与されるよう要望する。
【要望事項】

　当社は、先端メモリ開発センターおよび四日市工場において、今後も
良質でコスト競争力のあるメモリ製品の研究・開発・量産を進め、市場
におけるリーダーシップを堅持することで、貴市産業の活性化に寄与し
たいと考えている。
　また、高付加価値製品として期待が高まっているメモリ製品の研究・
開発・量産の各分野において、重要な役割を担っている当社事業への理
解・認知度の向上を図るため、これまでに培った技術・知識・経験を活
かした地域貢献や市内小中学校への出張教育、科学セミナー・環境イベ
ントへの出展等の市民交流の実践を行っている。

【工業振興課】
（１）奨励金制度の有効な展開について 【　継続努力　】　　平成２４年９月１０日
民間研究所立地奨励金は、本市における産業の高度化及び新規事業分

野への展開を支援するものとして、今後も大きな役割を担うものと期待
される。本奨励金が本市産業の知識集約型構造への転換と製品競争力強
化に資することとなった実績、開発された新製品が本市での生産を拡大
させたことにより雇用の増加や地域の活性化などに寄与した成果に鑑
み、誘致実績などの検証を行い、より一層有効な制度とするための改善
を図っていくことを要望する。【要望事項】

　民間研究所立地奨励金制度については、平成15年度に制度を創設以
来、１１社２４事業に対して補助を行っており、今後も引き続き継続し
ていく考えである。奨励金の投資効果については、対象事業者に対して
アンケート調査を行うなど、効果の検証を行い、国内他都市との競合に
おけるインセンティブとなっているとの結果が出ている。今後もより大
きな投資効果を得ることができるよう、継続的に制度の見直し検討を
行っていく。

平成２３年度　財政援助団体監査結果（意見）に基づく措置状況等の報告
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